
 

 
 
 

 
 

 

 
 

■油流出事故が起きると… 私たちの暮らしや生態系に悪影響 

 

 

 

 

■油流出事故を防ぐための心掛け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事故を起こした場合や発見した場合 

 

 
 
 

 
 
 

 油は身近にある道路わきの側溝や水路を通じて、川に流れ込みます。 
 ほんの少しの灯油が混じっただけで水道の水は臭くなってしまいます。流出の規模に
よっては多くの世帯が断水し、給水車に頼る暮らしを余儀なくされることもあります。
そのほか、川の水は農業や漁業にも使われています。農作物や魚類などに被害が及ぶこ
ともあります。そのうえ、流出した油の回収は大変困難で、生態系に悪影響を与えてし
まいます。 

①その場を離れない 

 ホームタンクなどから灯油を小分けにす
るときは絶対にその場を離れないようにし
ましょう。 

②配管の場所には目印を 

 除雪による配管の破損を防ぐために目印
を立てておきましょう。また、万一に備え
防油堤を設置しておくと安心です。 

③落雪に注意して 

 屋根から落雪による配管の破損・脱落や
ホームタンクの転倒に注意しましょう。 

④定期点検を怠らない 

 配管やホームタンクの定期点検に努めま
しょう。 

 

 

 事故を起こすと油の除去に費用がか

かります。 

 油の除去に要した人件費や資材費は、

事故を起こした原因者の方が自己負担

することになります。 

油流出事故の費用は 
自 己 負 担 ‼ 

下記の機関へご連絡ください。 

 ・環境防災課環境係 ４３－０２４８ 

 ・庄 内 警 察 署 ４５－０１１０ 

 ・消防署余目分署 ４３－３３００ 

・消防署立川分署 ５６－２１１０ 

まで、速やかな連絡をお願いします。 

事故を起こした 
事故を発見した 場合は？ 

これからの冬期間、暖房器具に使用する灯油等の燃料

が、ホームタンクから漏れ出す事故が多発します。

充分な注意と定期的な機器の点検で、事故の発生や拡

大を未然に防ぎましょう。 


